
2012年3月期 第1四半期決算概要

2011年8月3日
本資料のうち、業績予想等に記載されている各数値は、現在入手可能な情報に

よる判断および仮定に基づき算出しており、判断や仮定に内在する不確定性お

よび今後の事業運営や内外の状況変化により、実際の業績等が予想数値と大

きく異なる可能性があります。
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第１四半期 決算総括
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9.9%

100%

前年
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99.1%29.7経常利益

93.7%16.5当期純利益

90.4%30.5営業利益

110.3%307.5売上高

2012年3月期 1Q
（単位：億円）

国内・海外ともに増収も、円高の影響による原価率悪化および

販売・サービス活動の強化に伴う販管費の増加により減益

 売上高： 現地通貨ベースでは全所在地において増収

 営業利益： 大幅な円高の影響等により減益

 営業外損益： ＋2.9億円 ※為替差損 2.1億円（前年同期4.6億円）

 円高の影響： 売上 △10.7億円 営業利益 △10.1 億円

※前年同期の為替レートを適用した場合：

前年同期比 売上高 114.1%、営業利益 120.3%

※設備投資 12.3億円、 減価償却費 18.2億円、 研究開発費 29.6億円117.4

81.7

2012.3期 1Q

117.0

92.0

前年同期

１EUR

１USD

（単位：円）

1Q 1Q 1Q 1Q 1Q
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278.9

307.5
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△10.7

2011.3 2012.3

売上高・営業利益の増減要因

※各地域の売上は為替の影響を除く

33.7
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増収による
粗利の増加 販管費の増加

為替の影響

原価率悪化による
粗利の減少

△ 3.2 億円

売上高 営業利益

（単位：億円）

日本

欧州

中国

AP

為替の影響

米州

28.6 億円

1Q1Q1Q 1Q
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トピックス

ヘマトロジー分野、生化学分野における新製品を発売

 ヘマトロジー分野

• フラッグシップモデル「XNシリーズ」を発売（日本）。順次グローバルへ展開

• 新興国ニーズに適合した「XS-500i」（5分類）を中国にて発売開始。順次新興国へ展開

 生化学分野

• 生化学自動分析装置JCA-BM6010/C（日本電子）を中国にて発売

多項目自動血球分析装置 XN-9000

市場の成長が期待できるロシアに現地法人を設立

東日本大震災による、製品供給・サービス体制に対する影響は無し

生化学自動分析装置 JCA-BM6010/C小型ヘマトロジー分析装置 XS-500i
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所在地別売上高

-110.1%27.6%76.927.5%84.7日本※

5.1%

14.2%
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22.7%

100%

構成比構成比

4.8%

16.2%
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20.2%

100%

1Q

134.9%125.7%39.749.8中国

（現地通貨）（円）

104.0%

113.0%

110.5%

－

103.7%

113.4%

98.2%

110.3%

伸長率

14.214.8AP

所在
地別

欧州

米州 63.262.1

84.796.0

前年同期

278.9307.5売上高

2012年3月期

所在地別売上高

（外部売上）
（単位：億円）

※韓国、台湾、アイデックス等含む

66.1円65.9円１SGD

13.5円12.6円１RMB

117.4円

81.7円

2012.3期 1Q

117.0円

92.0円

前年同期

１EUR

１USD

為替レート

※2012.3期 想定為替レート： １USD＝￥85 １EUR＝￥115
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米州における取り組み（所在地別）

（単位：億円）

前年同期比

6.8

63.2

前年同期

67.0% 4.5営業利益

98.2%62.1売上高

2012年3月期 1Q

円高の影響により減収となるも、現地通貨ベースではヘマト

ロジー分野が好調に推移し増収

 北米： IHN※などへの販売により、ヘマトロジー分野

の売上が堅調に推移

 ブラジル： システム製品の売上が好調に推移

 メキシコ： 経済の復調により、入札案件が回復し売上が

増加

大幅な円高の影響と、直販化の推進およびビジネス拡大に

伴う活動強化により、販売管理費が大幅に増加し減益

※現地通貨ベース 前年同期比 売上高 110.5%、営業利益 75.4%
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※グループ間取引価格の見直し

※
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欧州における取り組み（所在地別）

前年同期比
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主要5カ国を中心にヘマトロジー分野が好調に推移し、

二桁の増収を達成

イギリス、フランス：ソリューション提案を推進し、機器・試薬

ともに売上が増加

東欧・ロシア： ロシアでの入札案件獲得等により売上が

大幅に増加

増収効果により、販売・サービス体制の強化およびHyphen 

買収等に伴う販管費の増加を補い増益

※現地通貨ベース 前年同期比 売上高 113.0%、営業利益 109.7%
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中国における取り組み（所在地別）

前年同期比

9.2
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医療需要拡大の継続により、ヘマトロジー、ノンヘマトロ

ジー分野で大幅な増収

 ヘマトロジー分野：新製品XS‐500i 導入等により、5分類

を中心に売上が大幅に増加

 尿分野： 尿搬送システム製品の販売が好調に推移

し、機器・試薬ともに売上が増加

 血液凝固分野： 凝固系に加え線溶系検査項目の需要拡大

に伴い機器・試薬ともに売上増加

 生化学分野： 新製品JCA-BM6010/C（日本電子）の導入

により増収

グループ間取引価格の見直し等により、営業利益は微増

※現地通貨ベース 前年同期比 売上高 134.9%、営業利益 110.2%
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APにおける取り組み（所在地別）

前年同期比
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オセアニアでは減収となるも、東南アジア、南アジアでヘマ

トロジー分野の売上が増加

 インドネシア・マレーシア：

前期の大型案件の受注等により、試薬売上が伸長

 インド： ヘマトロジー機器の売上が好調に推移

グループ間取引価格の見直しを主要因とした原価率の

大幅な悪化により、営業利益は減少

※現地通貨ベース 前年同期比 売上高 104.0%、営業利益 20.8%
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日本における取り組み（所在地別）
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内部売上高：関係会社への輸出等

外部売上高：韓国・台湾・アイデックス社等
外部売上高：日本

営業利益

日本： ソリューション提案を継続して推進し、
大型案件を多数獲得

アイデックス社： 動物用血球分析装置の販売が好調に
推移

日本およびグループ関係会社（海外）への売上増加
に加え、グループ間取引価格の見直し等により増益
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連結 通期業績予想 （2011年5月公表より変更なし）

売上高 ： 1,380 億円

2012年3月期 連結業績予想

営業利益 ： 205 億円
営業利益率 ： 14.9 %

当期純利益 ： 130 億円
当期純利益率 ： 9.4 %

投資計画 設備投資 ： 98 億円 研究開発費 ： 133 億円減価償却費 ： 73 億円

経常利益 ： 207 億円
経常利益率 ： 15.0 %

想定為替レート： １USD＝￥85 １EUR＝￥115

（単位：億円）(予想)
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＜お問合せ先＞

シスメックス株式会社 IR･広報部

Tel 078-265-0500

メールアドレス info@sysmex.co.jp


